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広報しょうぼう上球磨令和５年 11月

　令和４年中の救急出動件数は、１, ８１４件（前年比　２６５件増）で上球磨消防組合発足以来最
多の出動件数となりました。各町村別の出動件数は、グラフのとおりです。

　増加した要因として、新型コロナウイルス感染症（以下、「新型コロナ」）の搬送や軽症（入院を必
要としないもの）搬送の増加などがあります。今後は新型コロナでの搬送は少なくなると思われます
が、軽症の搬送件数は増加傾向にあります。
　軽症のすべてが救急車を必要としない救急搬送とは限りませんが、救急車は限りある資源です。適
正な利用をお願いします。

救急出動件数過去最多
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　令和５年５月８日から新型コロナが季節性インフルエンザと同じ「５類感染症」に引き下げ
られました。
　今後も、ご家庭や事業所等で消毒用アルコールを使用される場合、火災の危険がありますの
で以下に示す注意事項を確認の上、安全に取扱ってください。

※アルコール濃度６０％以上の消毒用アルコールは「危険物」になり、８０Ｌ以上貯蔵又は取
扱う場合は、届出または申請が必要になります。

消毒用アルコールを貯蔵又は取扱う場合の注意点

注意事項①
燃えやすいため、
コンロ等、
火の近くでは使用しない。

注意事項③
直射日光が当たる
場所や
高温になる場所に置かない。

注意事項②
アルコールが
乾いていない手で、
タバコを吸わない。

危険物に関する問い合わせは
上球磨消防組合消防本部  予防課
TEL（０９６６）４２－３１８４

mail : yobou@kmkm119.jp
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　令和５年８月２３日、多良木町の旧多良木中学校校舎を借用し、訓練を実施しました。午前中には
大規模建物火災の想定訓練。午後からは三連はしごの取扱いとロープによる降下・登はんの基礎訓練
を実施しました。
　今回の訓練目的は①消防署内の施設とは異なる場所での訓練を経験すること、②大規模火災を想定
した各中隊間の連携訓練を実施すること、以上の２点に定めて訓練を計画しました。
消防署内の施設とは異なる場所で目的のとおり、緊張感を伴った非常に実りのある
訓練となりました。
　当消防本部において出動隊がすべて集結しての訓練は
過去にあまり例がありませんでしたので、今後も同様の
訓練を継続していく必要性を感じました。

旧多良木中学校校舎を利用した訓練を実施

建物進入後、放水準備をする隊員

専用の資器材を使用し、壁を登る隊員 三連はしごを使用し、屋内へ進入する隊員

傷病者を発見し、救出準備をする隊員
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ヘリでホイスト（引揚げ）救出を行う隊員

担架を使用して救出を行う隊員

基礎訓練を行う隊員

水深５メートル地点での活動
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秋の火災予防運動週間秋の火災予防運動週間
　令和５年 11月９日（木）から１週間が秋の全国火
災予防運動週間です。
　上球磨消防署では店舗でのポケットティッシュ配布、
消防車両での巡回広報、各町村の防災行政無線告知放
送を使用した広報を実施しました。

　この期間は、空気が乾燥し、火災が起こりやすい気
象状況といわれています。今後も、このような気象状
況が続くと予想されますので、火の取り扱いに十分注
意されますようお願いします。

防火標語（２０２３年度　全国統一防火標語）

「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」 　　　　　　　
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森
もりやま
山　凛

りん
（19歳）

（多良木町）

　私は小学生の頃から消防
士になるという夢を持ち、
今まで消防士を目指してき
ました。
　まだまだ未熟で不安な所
もありますが、今後は地域
の方を安心させることがで
きるような消防士を目指し
て頑張ります。

谷
たにぐち
口　宗

そうた
大（20歳）

（あさぎり町）

　私は令和２年熊本豪雨の
際にボランティア活動に参
加し、そこで消防職員の方
が活動されている所を目に
しました。この時に消防士
を目指すようになりました。
いつ、いかなる事態にも対
応できるよう日頃の準備と
訓練を重ねていきます。

谷
たにわき
脇　青

そら
空（21歳）

（多良木町）

　私は幼い頃から消防が好
きで、気付けば消防士を目
指していました。そして高
校の時の職場体験で人を助
けるやりがいを知り、消防
一本で勉強をしてきまし
た。今後は住民の方から信
頼される消防士になりま
す。

　今回の担当は、採用５年目の森
消防士。現在、第１中隊第２小隊
員（予防係）として日々、訓練や
現場活動に一生懸命取り組んでい
ます。

唐揚げ

消防めし！


